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ごあいさつ

一般社団法人 日本家政学会被服構成学部会

部会長　川端 博子（埼玉大学）

平成の最後を迎える年となりました．皆様いかがお過ごしでしょうか．

平成30年度，各地では，洪水，台風，地震の自然災害が多く発生し，被災された方々にお見舞いを申し上げま

す．大自然に呑み込まれる人間の微力さを感じましたが，明るい話題として，将棋の藤井聡太さん，オセロゲー

ムの福地啓介さん，フィギュアスケートの紀平梨花さんなどの若手の活躍があり，本庶佑先生のノーベル生理学

・医学賞受賞によって，日本の学術水準の高さを認識することもできました．

私は，大塚美智子先生よりバトンを受け継いで部会長を1年間務めました．大塚先生には家政学会会長のお立

場で，また，監事として引き続き部会の活動をけん引いただいております．副部会長はじめとする運営委員の先

生方と先輩の先生方にアドバイスをいただきながら，部会員のみなさまの協力のもと初年度の役目を終えられる

こと感謝しております．

今年度は創立40周年の節目の年でした．大塚先生を代表とする2013年度科学研究費基盤研究（A）「アパレルの

質と国際競争力向上の基盤となる日本人の人体計測データの構築と多角的分析」の採択により，部会員が協力して

2014年～2016年の間に約3,200名の人体計測値を得ることができました．夏期セミナーは，文化学園大学・渡部旬

子副部会長に実行委員長と会場をお願いし，「ファッションビジネス戦略における身体サイズと衣料サイズの最新動

向」の内容で開催致しました．外部講師の先生よりデジタルフィッティングや衣服サイズの国際標準化などについ

てご講演をいただきました．部会員の大塚先生と渡邊敬子先生より，人体計測の結果をもとに日本人の体形変化に

ついて報告いただきました．元部会長高部啓子先生には，人体計測を中心に被服構成学部会発足時から現在に至る

お話をいただくことができました．本セミナーは企業からの関心の高さが伺われ，現代人の身体寸法に合わせた

服作りの基礎資料を提示することで社会に貢献でき，40周年の記念となる成果報告ができたと考えます．

引き続き，大塚先生，高部先生，渡邊先生，武本歩未先生のご尽力によってデータブックが完成し，本誌に同

封いたしました．収集したデータを有効に活用していくこと，広く活用されることがこれからの課題です．

恒例となりました「全国中学生創造ものづくり教育フェア」では，本年度も薩本弥生先生に審査委員長をご担当

いただきました．

平成30年度研究例会は3月11日に名古屋女子大学で原田妙子先生を中心にご準備いただき開催しました．村

瀬弘行氏より，有松鳴海絞りの技を海外に活路を見出された10年の軌跡に関する講演と，学会員によるきもの文

化の伝承と海外発信をめざした教育プログラムと授業実践の紹介が行われました．

新元号の最初の夏期セミナーは，森下あおい副部会長を実行委員長とし，来る8月29日・30日に滋賀県立大

学（彦根市）での開催を予定しています．奮ってご参加をお待ちしています．

次年度もよろしくお願いします．
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平成30年度被服構成学部会総会は，森下あおい副部会長の司会により下記の通り進行した．
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平成24年度

8月31日・

　　 9月1日

（オンワード

総合研究所

研修センター）

磯崎明美

平成25年度

8月29・30日

（倉敷ファッ

ションセン

ター）

森由紀

平成26年度

8月28日

（アルカディ

ア市ヶ谷）

土肥麻佐子

平成27年度

8月27・28日

（ウインク

あいち）

川端博子

パネルディスカッション 「3Dデータを生かした衣服設計」
　　コーディネータ                   　    三重大学  増田 智恵
　　パネリスト 　　                 オンワード樫山  山本 幸生
　　東ソウル大学校            　　　                  崔 景美
ワークショップ・パネル展示 
　　　3次元計測体験 浜松ホトニクス（株）  
　　　企業情報  　東レACS（株） ，（株）テクノア  
　　　教育・研究情報 

講演1  アパレルのマーケッティングと商品開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　 オンワード樫山　黒部 和夫
見学　オンワード研究研修施設
部会員報告1  イギリスセントマーティンにおける被服教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京家政大学　鈴木 由子
部会員報告2  国際学会におけるDesign Exhibition
　　　　　　　　　　　　　　  元東京田中短期大学　小田巻淑子
講演2   アパレル教育と企業の連携について日米比較
　　　　　　　　　　　　　　 ハワイ大学　ミナコ・マッカーシー
講演3　 若手パターンメーカー育成プロジェクト“Horusの試み”
　　　　　　　　　　　　　　　　 東レACS株式会社　久保 忠博

見学   　シルク博物館・横浜人形の家

講演1  国際標準化戦略とISO/TC133
　　　　　　　　　　　　　 アパレル工業技術研究会　知久 幹夫
講演2　我が国の仁多計測の変遷と今後
　　　　　　　　　　　　　　　　　 元実践女子大学　高部 啓子
計測実習
　　                      　    　   京都女子大学  渡邊 敬子
部会員報告 「人体計測特別委員会中間報告」
 　　　　　　　　　　　　　　 　　　日本女子大学  大塚美智子
講演3 「学校制服作りの現場から」
 　　　　　　　　　　　 　   明石被服興業株式会社  児島 育子
講演4 「我が国のジーンズ製造の歴史」 
　　　　　　　　　 　 ジーンズミュージアム 名誉館長 柏野 靜夫
見学会   ジーンズミュージアム ベティスミス 

講演1 ビジネスの立場から次世代に伝えたい技 
 ―アパレル商品開発の技―　ファッションビジネス学会  福永 成明
講演2 紳士服の立場から次世代に伝えたい美しい服づくりの技 
 ―オーダーメイドでの身体に合わせた着やすい衣服を作る
 　マニプレーション技術（立体・デザイン）―
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 津坂テーラー  津坂友一郎
パネルディスカッション 
　　 婦人服の立場から次世代に伝えたい美しい服づくりの技 
　　 ―日本とフランスのプレタポルテの服づくり―
 　　　　　　　　　　　 　 NEiSH 代表              西浦 公雄
　　　 　     Dessigns代表・ファッションデザイナー  星野 貞治
　　　　　　　　　     　 椙山女学園大学           滝澤 愛

講演1　安全・安心を支える色彩の活用
　　　　　　　日本女子大学家政学部 非常勤講師
　　　　　　産業技術総合研究所 名誉リサーチャー     佐川 賢
講演2　子どもの深刻事故予防と製品安全
　　　  ―保育現場から見える深刻リスク―                
　　　 　　NPO法人保育の安全研究・教育センター代表 掛札 逸美

グローバルな視点
から学ぶアパレル
教育と企業の動向

アパレルに生かす
人体計測の取り組み

次世代につなぐ
服づくりの技

被服と安全・安心



平成28年度

8月24・25日

（グリーンヒル

ホテル尾道）

鈴木明子

講演3　　ユニバーサルファッション ― 快適な衣生活を目指して ―
                                  神戸芸術工科大学　見寺 貞子
部会員報告 1　阪神・淡路大震災から 20 年目の防災意識
                                   甲南女子大学      森  由紀
部会員報告 2　被災地域の衣料品購入について
                                   東京家政大学      田中 早苗
講演4　アパレル商品等の検針，検品の現状について
                                   株式会社ハシマ   成瀬 一基
講演5　家庭用ミシンを設計する側からみた安心・安全
                              アイシン精機株式会社  山岡 淳郎
科研費基盤Aによる日本人の人体計測に関する報告
                                   日本女子大学     大塚美智子
                                   京都女子大学     渡邊 敬子
見学会　トヨタ産業技術記念会館

話題提供
生活デザインの視点から見るアパレル教育
                                   滋賀県立大学  　森下あおい
みる・かく・つくる de 人づくり
                       比治山大学（広島大学名誉教授）若元 澄男
高校家政科におけるものづくりを通した人材育成について
                       広島県立海田高等学校教諭      中村 里佳
地域と学校教育を学ぶアパレル人材教育について
               立花テキスタイル研究所 齋藤 知華 氏・新里 カオリ

小･中･高等学校における布を使ったものづくりの学習内容と課題
                              東京学芸大学名誉教授  鳴海多恵子
パネルディスカッション
講演  今治タオル奇跡の復活－地域再生とブランド戦略－
                            四国タオル工業組合理事長 近藤 聖司
見学会  
コンテックス株式会社工場とタオル美術館

アパレル人材育成を

目指した小・中・髙・

大学のものづくり教

育の方向性
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エクスカーション
信州大学繊維学部　Fii，上田，
見学コース

真田十万石の城下町松代見学コース

基調講演１  ユニバーサル仕様の衣服設計を考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 京都女子大学  諸岡 晴美
基調講演２  医療福祉用ロボディックウェア curara®の開発と展望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学   橋本   稔
利用者主体のファッション支援　誰もがおしゃれを楽しむために
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金城学院大学 平林 由香
カラーユニバーサルデザイン　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日本女子大学　佐川   賢

講演
脊椎損傷者の体温調節と
循環調節
　　　奈良女子大学  芝崎　学

暑さ対策/障がいを持つアスリー
トとの協創について 
—2020東京op/ppへ向けての提案—
　　　ミズノ株式会　荻野　毅

アパレル三次元テクノロジーを
活用したスポーツ衣料開発とシ
ンクロする日常衣料開発
　株式会社ミズーラ　佐々 浩司

オリンピック日本代用選手団開会
式用 ユニフォームの歴史 
—『日の丸カラー』の誕生と継承に
注目して— 
お茶の水女子大学他非常勤講師
 　　　　　　　　　安城 寿子

近代女性スポーツファッション
の変遷　
—スポーツと装いの愉しみ—
　　　梅花女子大学 好田 由佳

参加型の映像伝達表現としてのプ
ロジェクションマッピング
　　　　　　　NODE-LAB　主催
　　名古屋産業大学 河村 陽介

生活の質的向上を

目指す家政学の世界 

—オリンピック・

パラリンピックが

つなぐユニバーサル

衣料の未来—

平成29年度

9月3・4日

第2回家政学

夏季セミナー

（信州大学）

大塚美智子
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平成21年度
3月26日
和洋女子大学

久保田一竹美術館にて一竹辻が花染め見学
糸の音会会員の3社（槙田商店，山崎織物，武藤株式会社）見学

東日本大震災のため中止

講演　家庭用ミシンの近況について
　　　　　　　　　　　　　　　　 （株）　ブラザー販売　前田吉徳
シンポジウム

「新学習指導要領の実施に向けて，被服製作学習をどう展開するか」
　　　　　　　　　 コーディネータ　静岡大学名誉教授　大村知子
1．中学校における被服製作学習について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県教育庁　清水　弘美
2．高校における被服製作学習について
　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県立東高校　　真田智恵子
3．大学における被服製作学習の課題について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北女子大学　葛西　美樹

（敬称略，所属は当時のもので記載している）
表3　研究例会

平成 30 年度

8月 28・29 日

文化学園大学

渡部旬子

基調講演1
デジタルフィッティングとアパレルECを支える国際標準化の動向

産業技術総合研究所　持丸　正明
講演1 衣服サイズの国際標準化

株式会社ワコール　中川原正人
部会報告　　 日本人の体形変化　(2014～2016人体計測データ)

日本女子大学　大塚 美智子
京都女子大学　渡邊 敬子

記念講演　身体計測と被服構成学
　　　　　　　　前実践女子大学・名誉部会員　高部 啓子

講演2　婦人服向け裁断用ボディ　開発の変遷　
株式会社　キイヤ  齊藤　晃一

講演3　3Dボディスキャナと3D技術を活用したアパレル設計プロセス
ビーエム・ディーシステム株式会社　佐藤　隆三

ファッションビジ
ネス戦略における
身体サイズと衣料
サイズの最新動向

テーマ 内容年度・会場

大学と中・高校の
被服製作学習の発
展に向けて

大学と中・高校の
被服製作学習の発
展に向けてPartⅡ
新学習指導要領の
実施に向けて

話題提供 「中・高校・大学の被服製作実習は今，どのように行われて
いるのかー教材を中心にー」 
1．全国調査の結果から                

東京学芸大学　 鳴海多恵子  
2．高校の実践例                      

都立青梅総合高校　赤澤 愛 
3．教材販売の状況から                

（株）アイセック　伊勢 宜央   
4．大学の被服製作実習における問題点  

和洋女子大学  　柴田 優子 
シンポジウム 

「被服製作学習の充実に向けて，中・高校・大学がどのように連携できるか」 
コーディネータ　東京学芸大学　　鳴海多恵子

1．新学習指導要領における被服製作学習のめざすもの  
広島大学 　　鈴木 明子 

2．大学における被服製作学習のめざすもの  
昭和女子大学　　石垣 理子

3．中・高校の現場から構成学部会に期待するもの 
東京学芸大学附属竹早中学校　阿部 睦子 

4．製作教材の開発と普及にむけての提案  
和洋女子大学　　布施谷節子

平成 22 年度

平成 23 年度
3月 24 日
和洋女子大学

平成 24 年度

3月 11 日

山梨方面工場見学
バスツアー
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平成 26 年度
3月 16 日
甲南女子大学

平成 27 年度
3月 14 日
文化学園大学

平成28年度
3月8日
京都女子大学

平成29年度
2月27日
日本女子大学

平成30年度
3月20日
名古屋女子大学

（敬称略，所属は当時のもので記載している）

大学と中・高校の
被服製作学習の
発展に向けてPartⅡ
新学習指導要領の
実施に向けて

平成 25 年度
3月 8日
日本女子大学

きもの文化の伝承と
国内外への発信

貴重書から読み解く
服飾の魅力

講演1「和装の文化」　　　　　　　    　大妻女子大学　阿部 栄子
講演2「家庭科への発信」　　　　　　　　    埼玉大学　川端 博子
講演3「グローバルな視点からの発信」　  横浜国立大学　薩本 弥生

講演 1「モード雑誌 JOURNAL DES DAMES ET DES MODES の魅力 ― 装い
　　　 と人社会 ―」

京都光華女子大学短期大学部　大澤 香奈子
講演2「源氏物語に描かれた装束」

甲南女子大学　米田 明美
図書館貴重書見学

講演 1「生活創政支援に向けた 家政学とロボティクスとの連携の可能性」
日本女子大学　大塚美智子

講演 2 「地域連携事業への取り組み ―産学連携共同研究および学校
　　　  教育支援活動の事例から―」　　　　　　　　　　　　 　

熊本大学　雙田 珠己
講演3「デザイナーはどのように体形をとらえるのか 

　―感性工学的アプローチによるデフォルマシオンの研究―」
滋賀県立大学　森下 あおい

講演1「西陣織の技術を掲げ世界市場へ　
      「～伝統産業からクリエーティブ産業への革新～」 

株式会社細尾取締役　細尾 真考
講演2「京都の墨流し染・糊流し染　―その新たな可能性―」

京都女子大学　青木 奈保子
見学会  株式会社細尾工房

講演１ 教育現場の最新ICT環境の状況
東京学芸大学　加藤 直樹

講演2 大学における被服教育でのICTの活用
名古屋女子大学　小町谷寿子

講演3 技術・家庭科でのICTを活用した布を用いたものづくり学習
埼玉大学　川端 博子

講演4 新学習指導要領から見る被服製作学習の動向とICTの位置づけ
広島大学　鈴木 明子

講演　「手仕事の付加価値が世界を動かすー伝統をデザインするブラ
　　　 ンディング」SUZUSANクリエイティブディレクター　村瀬　弘行
事例報告　「きもの文化の伝承と海外発信をめざして」
　　　ゆかた着装を含む教育プログラムの実践とHPの概要の紹介

茨城キリスト教大学　扇澤美千子
授業実践報告　「きもの文化学習を軸とした衣生活領域の学習」

中・高校生を対象としたゆかた着装を含む教育プログラムの実践
山梨県立大学(非)　大矢 幸恵

見学　有松SUZUSANショールーム他

他分野との連携か
ら探る被服構成学
の発展的可能性

ICTの活用から探る
被服製作学習の改善

日本の伝統文化
きものを考える
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元和洋女子大学　布施谷 節子

私が被服構成学部会長を務めさせていただいたのは平成22年, 23年度でした.

平成22年度の夏期セミナーでは, 日本女子大学で「被服構成学的視点からの情報発信 ―ファッションショー

が果たす役割― 」と題して, プロのデザイナーの講演や, 大学で行うファッションショーについての現状と課題

について部会員の先生方からの講演をいただきました.

平成22年度の研究例会は平成23年3月11日に起こった東日本大震災のために中止を余儀なくされました.震

災の援助として, 家政学会からの呼びかけで, 被服構成学部会を中心に針箱を救援物資として現地に届けること

になりました.急な呼びかけにもかかわらず,部会員を中心に159セットが集まり,宮城県登米市に送りました,現

地では救援衣類の手直しに活用されたということでした. いざという時の部会員の結束力と行動力に心から感激

しました.

平成23年度は, 平成21年度の研究例会で,「大学と中・高校の被服製作学習の充実に向けて」と題して, 中・高

校の先生方にも多くご参集いただきました. その場で, 製作教材開発と普及に向けて, 現場で使える被服製作教

材を掲載した本を部会で出版したい旨の提案がなされ,平成22年度の総会で了承され,その年の秋から部会員か

ら製作教材案を募り,編集作業に入りました.教材の製作手順を掲載するだけでなく,基礎的技能をわかりやすく

提示し,現場ですぐに役立つように学習指導案も掲載しました.きれいなカラー印刷の「楽しくスクールソーイン

グ」が出来上がりました.平成23年度の研究例会は,「大学と中・高校の被服製作学習の発展に向けてPartⅡ―新

指導要領の実施に向けて―」と題して平成22年度に中止した計画を復活させ, 同時に完成した「楽しくスクール

ソーイング」のお披露目となりました. 部会員に配布したのはもちろんのこと, 各都道府県の教育委員会に寄贈も

致しました.部会員のご努力が実り,各地の教育現場で生かされることを切に願っています.

平成23年度の夏期セミナーは, 三重大学において,「衣心地の質の向上を目指して―着心地と見心地のトータ

ル化を探りませんか―」と題して, 三次元体型の研究や３Ｄデータの解析について講演や, 三重大学の三次元計

測機の見学をさせていただきました.部会員の研究をポスターで発表する試みも致しました.

毎年の夏期セミナーは地方と東京をほぼ交互に行われてきました. 地方で開催される場合には, 地方在住の運

営委員の先生方を中心に実行委員会を結成して,ほぼ一年をかけて計画・立案,実行をしていただきました.地方

の特色を生かした企画やおもてなしの数々に,頭が下がる思いでした.楽しい思い出がいっぱいです.

被服構成学部会の運営委員の先生方は,大変真摯に取り組んでくださいます.私は部会長を仰せつかるずっと

以前から,度々運営委員をさせていただき,諸先輩のお仕事を拝見しつつ,多くのことを学びました.共に仕事を

した運営委員の先生方とは公私共に親しくさせていただき, 毎年セミナーや研究例会でお目にかかるのを楽しみ

にしていました.私は部会で育てていただいたと思っています.退職した今でも,部会に顔を出すと実家に帰った

ような安ど感を覚えます.

被服学をめぐる環境は厳しいものがありますが, 部会が協賛している全国中学生創造ものづくり教育フェアで

は, 現場の先生方の熱意や子供たちの努力と才能に驚かされました. まだまだ被服構成は捨てたものではないな

と思いつつ,子供たちや学生がさらに被服に興味を持ち,楽しく学べる環境作りを切に望みます.

元部会長からのメッセージ
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平成 30年度 被服構成学部会夏期セミナー(創立 40周年記念)   

 

テーマ：ファッションビジネス戦略における身体サイズと衣料サイズの最新動向 

日 程：平成30年8月 28日(火)・29日（水) 

会 場：文化学園大学(東京都渋谷区代々木 3-22-1) 

8月 28日(火) 

12:30～ 受付開始 

13:00～13:10 開会の辞 

13:10～14:10 

    

 

＜基調講演＞デジタルフィッティングとアパレル ECを支える国際標準化の動向 

 〜ISO TC133, IEEE 3D Body Process Standard〜               

ISO TC133国内審議会委員長 ・ 産業技術総合研究所 持丸 正明 氏 

 

14:10～15:10 

  

 

＜講演 1＞衣服サイズの国際標準化 

ISO TC133国内審議会委員 ・ 株式会社ワコール 中川原 正人 氏 

 

15:10～15:30 休憩 

15:30～17:00 

  

 

 

 

＜部会報告＞日本人の体形変化 (2014～2016人体計測データ) 

ISO TC133国内審議会委員 ・ 日本女子大学 大塚 美智子 氏   

ISO TC133国内審議会委員 ・ 京都女子大学 渡邊 敬子 氏  

 

17:00～17:45 

 

 

＜記念講演＞身体計測と被服構成学 

ISO TC133国内審議会委員 ・ 元実践女子大学 高部 啓子 氏 

17:45～18:00 移動 

18:00～20:00 

  
＜懇親会＞                              会場：文化学園大学 スペース 21 

8月 29日(水) 

9:00～ 受付開始 

9:30～10:30 

 

 

＜講演 2＞ 婦人服向け裁断用ボディ開発の変遷 フォルムとサイズから考察する  

株式会社 キイヤ  齊藤 晃一  氏  

 

10:30～10:50 休憩                              

10:50～11:50 

 

 

＜講演 3＞ ３Dボディスキャナと３D技術を活用したアパレル設計プロセス 

ビーエム・ディーシステム株式会社 佐藤 隆三 氏 

 

11:50～13:00 昼食および移動 

13:15～13:45 

or 

13:45～14:15 

＜見学＞計測ラボ(三次元計測)          ビーエム・ディーシステム株式会社(水道橋駅) 
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本講演の講師である（株）ワコール 品質保証部の中川原氏は，ISO TC133国内審議委員に従事されている. 

TC133はISOにおいて，「衣服のサイジングシステム」の標準化を担う技術委員会である. 

TC133 WG3 の成果物は，2017 年に発行した ISO8559-2（衣服サイズの第一・第二表示部位）と，現在，最終

審議段階であるISO/FDIS8559-3（身体計測データからサイズインターバル表を作成する方法）の二つである. 

衣料サイズ標準化の歴史は，1970～ 80年代にかけて活動が行われ，いくつかのISや TRが作成されている. 

しかしながら，1990年を最後に約20年間，ISO TC133の活動は休止した. 2010年に活動を再開したが，その

際に掲げられた目的は，「衣服のフィッティング向上による消費者満足の向上と返品コストの削減」であった. 

最終審議中であるISO/FDIS8559-3の内容及び特徴は，ターゲット，測定対象部位や統計手法の選定であり，

サイズ表の項目，サイズインターバルは全て自由，また，体型データの存在で規格することが前提というも

のであった. 目的として，既製服サイジングのプライベート化・カスタム化の手法提供（既製服作りのオーダー

メード化），アパレルメーカーがターゲット顧客の精密な体型分析とジャストフィット衣料製造・ガバレッジ

向上のための活用であった. 有効性については，（株）オンワード樫山 生産本部 山本幸生氏により分析され，

骨の寸法，肉の寸法の両方を説明変数にすることで，人体のあらゆる箇所の目的変数として精度よく説明可

能であり，本規格が推奨する重回帰分析により様々な人体寸法の高精度なサイズ表を作ることができ，

FDIS8559-3 は有効性の高いものであることが検証された . まとめとして，単純に JIS の構造標準を守ろうと

活動開始した 5 年前には想像できなかった変化が今起ころうとしていること，身体計測方法及び基本身体寸

法は標準化の意義が大きいこと，サイズインターバルの標準化は柔軟さが必要であること，サイズコードは

有用であり，相対的な大小の共通言語として決めておくとよいこと，ISO/FDIS8559-3 に最も正しく対処する

方法は国による体型計測データ（非個人情報化、密度関係化）の提供

かもしれないことを述べられた. 

中川原氏は，メディア等で話題となっている ZOZOSUIT についても触

れられ，アパレルの流通システムがバーチャルでの着想確認を経ての

個別生産に移行していく可能性を示唆された . また，WG のトレヴィゾ

総会が行われる前にフランス人コンビナへ直接手紙やメールを複数回

送付し，衣服サイズの国際標準化によって，蓄積した技術が使えなく

なることや，消費者の便宜を損なうことになれば，ISO 本来の目的に反

するといったマイナス面を懸念し，総会前の接触を求めたとのことで

ある . 国際的な標準化（ISO 規格）が進む中で，被服の分野において

も衣類等の洗濯表示（取扱い表示）の変更等が既になされている . 世

界基準へ統制，時代の流れに沿うことの重要性と共に，全ての物事が

一様でなく，時にはそこに沿わないことが消費者の利便性に繋がるな

ど柔軟かつ多角的な視野を持つことの重要性を考えることができる貴

重な内容であった. 

講演 1

ISO TC133 WG3 の活動

ISO TC133 国内審議会委員・株式会社ワコール 中川原 正人 氏

衣服サイズの国際標準化

（記録：末弘 由佳理）
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お　知　ら　せ

１.部会費について

    平成 31 年度の被服構成学部会費（正会員：4000 円，学生会員：2500 円）は，5月中に下記郵便払込み口

　　座にご送金くださいますようお願い申し上げます．また，過年度未納の方には別紙にてお知らせいたし

　　ましたので，併せてご送金ください．

　　　　郵便払い込み口座　００１６０－２－３２２３００　日本家政学会被服構成学部会

　　　

　なお，会費に関するお問い合わせは，下記にお願いいたします．　　　　　　

  　〒173-8602　東京都板橋区加賀１－１８－１　　　　　　　　　　　　

   　 　 東京家政大学　服飾美術学科　  大塚有里  宛

   　 　 TEL・FAX：03－3961－8394

   　 　 E-mail：otsuka@tokyo-kasei.ac.jp

２.入退会，住所変更等について 

　お届け，お問合せは，下記にお願いいたします．　　　　　

　　　 　〒173-8602　東京都板橋区加賀１－１８－１　　　　　　　　　　　　

   　 　 東京家政大学　服飾美術学科　  田中早苗  宛

   　 　 TEL・FAX：03－3961－9002

   　　  E-mail：stanaka@tokyo-kasei.ac.jp　　

　※　入会申込書および変更届, 退会届の書式は最終ページをご参照下さい．

　※　なお，退会届につきましては（一社）日本家政学会の退会手続きとは別処理になっていますので，部会  

　　　　への手続きも併せてしていただきますようお願いいたします．

３.E-mail アドレスについて

　　E-mail アドレスの登録にご協力いただきありがとうございます．アドレスをお持ちの方でまだ登録いただ

　　いていない方は，平成 31 年度会費納入の際に振り込み用紙の通信欄にご記入いただければ幸いです．また

　　アドレスの変更がある場合には，なるべくすみやかにお知らせくださいますようよろしくお願い申し上げます．
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13 : 30 ～ 17 : 30

18 : 00 ～

9 : 30　～ 16 : 00

講演

懇親会

見学会 （バスを予定）

解散 （J R 米原駅を予定）
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一般社団法人日本家政学会被服構成学部会申し合わせ

１　運営委員会

２　役員の任期

３　運営委員の選任

４　事務局幹事

５　事　務　局

６　申し合わせの改廃

附則

１　この申し合わせは、平成15年8月27日から施行する。

２　この申し合わせの一部改正施行は、平成18年8月22日からとする。

３　この申し合わせの一部改正施行は、平成24年5月12日からとする。

運営委員会は、部会長、副部会長、運営委員、監事で構成し、その中に庶務、会計、企画、

広報、編集担当をおく。

（1）規約第９条に従って部会長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、継続し

て3期はつとめられない。

（2）運営委員の任期はできるだけ２期４年間とし、その交代は半数ずつ交互に行うこ

とが望ましい。期間をあけての再任は、これを妨げない。

運営委員の選任にあたっては、できるだけ部会員が在住する広範な地区から選ぶよ

うに配慮する。

(1)必要に応じて事務局幹事をおくことができる。

(2)事務局幹事は若干名とし、部会長がこれを指名する。

(3)事務局幹事は役員会に同席することができるが、議決権は持たない。

事務局は、原則として部会長のもとにおく。

運営委員会の議を経て、総会で承認し、理事会に報告する。



39

30 31  

338-8570

TEL 048-858-9151 

E-mail kawabata@mail.saitama-u-ac.jp 
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平成3 1年 3月 3 1日発行

編集後記

記念すべき第 40 号発刊にあたり，今期の活動内容と共に 40 周年記念特集を掲載することがで

きました．特に，本部会を牽引して下さいました元部会長の先生方からのメッセージには，部会

の歴史と今後の発展を示唆して下さる内容が詰まっており，身の引き締まる思いが致しました．

このように，これまでの礎により現在の活動が築かれていることを改めて確認させて頂ける意味

深い号として完成できましたのも，ご執筆下さいました皆様のお蔭と心より感謝しております．

今後ともお力添えの程，何卒宜しくお願い致します．

（角田）

本部会誌の原稿執筆にご協力頂きましたことに心より感謝申し上げます．お忙しい最中，先生

方のご尽力のおかげで，40 号をお手元にお届けすることができました．本誌の編集作業に微力

ながら携わらせて頂きました立場として，先生方のご功績は勿論のこと，被服構成学の面白さ・

楽しさを改めて感じることができました．この場を借りて御礼申し上げます．今後ともご協力頂

けますよう宜しくお願い申し上げます．

（末弘）






